
　

JA広報

　ＪＡ稲作振興会は４月６日、八幡山 弘泉寺で水稲豊年祈願祭を執り行いました。
　振興会やＪＡ、市、経済連の関係者ら約２０人が出席し、今年の米の豊作とえびの産ヒ
ノヒカリの特Ａ獲得を祈願しました。
　稲作振興会の高牟禮宏邦会長が「今日の祈願祭は天に響いて恵みの雨が降ってくれた。
昨年度は特Ａを逃したが、今年こそは恵みの雨にあやかって素晴らしい米を作り、特Ａ獲
得に向けこれからも米づくりに邁進したい」とあいさつしました。
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（2）令和５年５月８日発行え　び　の

JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

　

４
月
３
日
、
新
採
用
職
員
の
入
組
式

を
Ｊ
Ａ
本
店
で
実
施
し
、
２
名
の
Ｊ
Ａ

職
員
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

小
吹
敏
博
組
合
長
が
「
皆
さ
ん
の
入

組
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
不
安
も
あ

る
と
思
う
が
、
先
輩
方
が
皆
さ
ん
を
支

え
る
の
で
心
配
せ
ず
、
感
謝
の
気
持
ち

を
常
に
忘
れ
ず
に
努
力
し
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
激
励
、
新
採
用
職
員
を
代
表

し
て
的
場
さ
ん
が
「
若
さ
と
チ
ャ
レ
ン

ジ
精
神
を
も
っ
て
一
日
も
早
く
役
立
て

る
よ
う
精
進
し
た
い
」
と
誓
い
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。

　

新
採
用
職
員
は
10
月
ま
で
の
半
年

間
、
試
用
職
員
と
し
て
勤
務
し
た
あ
と
、

正
規
雇
用
の
Ｊ
Ａ
職
員
と
な
り
ま
す
。

　

新
採
用
職
員
の
配
置
先
は
上
の
と
お

り
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

４
月
６
日
、
え
び
の
市
文
化
セ
ン

タ
ー
で
「
え
び
の
市
春
の
地
域
安
全
・

交
通
安
全
運
動
」
決
起
集
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
市
内
の
小
学
校
新
一
年
生

と
中
学
校
新
一
年
生
に
、
防
犯
グ
ッ
ズ

や
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

甲
斐
正
文
副
市
長
が
「
犯
罪
や
事
故

の
な
い
安
全
で
安
心
な
地
域
社
会
を
作

る
た
め
日
頃
か
ら
交
通
、
防
犯
に
対
す

る
意
識
を
す
る
こ
と
が
大
切
。
こ
の
集

会
や
運
動
の
趣
旨
が
広
く
市
民
に
浸
透

し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
か
ら
は
、
肥
田
木
義
信
常
務
理

事
が
中
学
校
の
新
１
年
生
に
夜
間
反
射

た
す
き
を
、
小
学
校
の
新
１
年
生
に
女

性
部
手
作
り
の
交
通
安
全
マ
ス
コ
ッ
ト

を
贈
呈
し
ま
し
た
。

地
域
の
安
全
を
守
ろ
う
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（3） 第５４１号 JA広報

ねぇあそぼ　そのひとことが　うれしいな

　

３
月
24
日
、
青
年
部
通
常
総
会
に
先

立
ち
、
Ｊ
Ａ
本
店
で
新
規
就
農
者
の
門

出
を
祝
う
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
か
れ
ま
し

た
。
新
規
就
農
者
と
し
て
セ
レ
モ
ニ
ー

に
参
加
し
た
の
は
、
宮
園
翼
さ
ん
、
妻

の
友
梨
恵
さ
ん
の
２
人
で
す
。
宮
園
さ

ん
夫
婦
は
、
昨
年
４
月
に
研
修
生
と
し

て
イ
チ
ゴ
団
地
に
入
植
、
１
年
間
の
高

設
イ
チ
ゴ
栽
培
の
研
修
を
終
え
今
年
４

月
に
就
農
し
ま
し
た
。
イ
チ
ゴ
団
地
を

利
用
し
て
約
18
ａ
の
ハ
ウ
ス
で
イ
チ
ゴ

の
栽
培
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
Ｊ
Ａ
の
正
組
合
員
と
な
っ

て
Ｊ
Ａ
青
年
部
や
イ
チ
ゴ
部
会
な
ど
Ｊ

Ａ
の
活
動
に
参
加
し
て
い
き
ま
す
。

　

宮
園
翼
さ
ん
は
「
一
日
で
も
早
く
一

人
前
の
経
営
者
と
な
る
よ
う
努
力
し
た

い
」
と
抱
負
を
述
べ
、
小
吹
敏
博
組
合

長
が
「
初
め
て
の
農
業
で
不
安
が
あ
る

と
思
う
が
、
一
人
で
悩
ま
ず
青
年
部
の

先
輩
に
相
談
し
て
ほ
し
い
。
Ｊ
Ａ
も
サ

ポ
ー
ト
す
る
の
で
、
農
業
経
営
の
確
立

と
夢
の
実
現
に
向
け
て
が
ん
ば
っ
て
ほ

し
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
に
続
い
て
、
第
42
回
青

年
部
通
常
総
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
事
業
実
績
お
よ
び
収
支

決
算
、
令
和
５
年
度
事
業
計
画
お
よ
び

収
支
予
算
、
令
和
５
年
度
会
費
の
額
お

よ
び
徴
収
方
法
、
令
和
５
年
度
役
員
の

選
任
に
つ
い
て
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り

承
認
さ
れ
た
ほ
か
、
全
国
Ｊ
Ａ
青
年
統

一
綱
領
を
唱
和
し
ま
し
た
。
ま
た
、
３

人
の
退
部
に
あ
た
り
、
青
年
部
活
動
の

発
展
に
貢
献
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に

対
す
る
感
謝
状
を
後
日
贈
呈
し
ま
し
た
。

新
規
就
農
セ
レ
モ
ニ
ー
と
通
常
総
会
を
併
せ
て
開
催

新規就農者の宮園さん夫婦（前列中央）

あいさつをする中村友哉部長

家畜の無病息災を祈願
　４月７日、ＪＡえびの市はＪＡ畜産審査場前
で馬頭観音祭を開きました。ＪＡ役職員や畜産
関係の部会員、関係団体らが玉串奉奠を行い、
家畜の供養と無病息災を祈願しました。
　小吹敏博組合長は「資材・飼料全体が高騰し
ている中、皆さまにはご尽力していただき感謝
している。今年で口蹄疫から１３年になる。風
化させることのないよう防疫の徹底を図ってい
き、今後も皆さんと協力し合いながらえびの市
の活性化につなげたい」とあいさつしました。
　馬頭観音祭は、今回のＪＡのものを皮切りに、
５月 10 日頃まで、市内各地の観音堂で開かれま
す。

貯金窓口に番号発行機を導入
　４月１日から、窓口の混雑緩和とスムーズな
案内および業務の効率化を図るため、飯野・加
久藤・真幸支店の貯金窓口に受付番号発行機を
導入しました。
　ご用の方は、発行機で番号カードをお取りい
ただき、待合スペースでお待ちください。順番
に窓口の表示機に受付番号を表示するとともに、
音声でご案内します。
　窓口にお越しの際は、番号発行機のご利用を
お願いします。



（4）令和５年５月８日発行え　び　の

JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

相続無料相談会のお知らせ
　農地や貯金の相続でお悩みの方のご相談をお待ち
しております。事前に電話でお問い合わせの上お越
しください。

開催日　５月３１日（水曜日）
場　　所 時　　間
飯 野 支 店 午前10時30分～午前11時30分
加久藤支店 午後１時～午後2時
真 幸 支 店 午後2時30分～午後3時30分
お問い合わせ先　審査課　TEL３３−３１０７

グリーンセンター・MC
農繁期中の休日営業日

農繁期対応のため、

休まず営業いたします。
ぜひご利用ください。

上記の期間外は
通常通り土曜日営業・日曜日休業です。

各組織が総会を開催

　４月１２日、ＪＡ本店で第５３回栗部会の総
会を開き、生産者やＪＡ、市の関係者ら約７０
人が出席しました。
　令和４年度事業実績・収支決算、令和５年度
事業計画・収支予算、会費ならびに活動徴収金
の額および徴収方法の３つの議案が原案どおり
承認されました。
　尾山實文部会長は「昨年は、栗の出荷目標
５０ｔに対し、大きく上回る５５ｔを出荷する
ことができました。これも皆さま方の日ごろの
努力のおかげだと思います。今後も今以上に力
を入れ、栗部会を盛り上げていきましょう」と
あいさつしました。

生産技術の向上を目指そう

　３月３０日、ＪＡ本店で機械銀行の全体会を
開きましました。
　令和５年度のＪＡえびの市農業機械銀行農作
業料金について協議しました。料金表は、１３
ページに掲載してるほか、先月のふれあい日で
も配布しています。

　４月１１日、ＪＡ本店で農業機械クラブの総
会を開きました。
　令和４年度活動事業実績・収支決算、令和５
年度活動事業計画・収支予算および会費納入の
２つの議案が原案どおり承認されました。

農業機械銀行　全体会を開催

農業機械クラブに加入しよう

訂正とお詫び
　広報誌４月号に掲載した内容に誤りがありまし
た。正しくは以下のとおりです。
〈12ページ　職員配置表〉

審査課　　　　畜産課　　　　　農産園芸課
誤）石崎良継　誤）△川野美香　誤）的場未沙
正）石﨑良継　正）〇川野美香　正）的場未紗

　ご迷惑をおかけいたしましたことをお詫び申し上
げますとともに、ここで訂正させていただきます。

グリーンセンターは
　５月　３日㈬から
　６月２５日㈰まで
ＭＣ（農機自動車修理整備センター）は
　６月１０日㈯から
　６月２５日㈰まで



（5） 第５４１号 JA広報

差別なく　笑顔あふれる　明るい社会

お問い合わせは JAえびの市生活課（☎33－5743）までお気軽にお申し付けください。



（6）令和５年５月８日発行え　び　の

JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

ほおずき通信
（JA 女性部通信）

◆お問い合わせ◆　生活課　33－5743　生活館 夢工房　35－1810

油みそ
配布

　家の光文化賞記念に
置時計を家の光協会よ
りいただきました。
　本店２階会議室に設
置してあります。

◎ちょっと

○
ま る

○
ま る

なはなし

　４月１４日の年金感謝デーに合わせて、ＪＡ女性部で作った
油みそを各支店で配布しました。

毎月の本誌と年6回の別冊付録で
読者の思いに寄り添い、よりよい暮らしの実現に向けた

記事作りをしています　

グレードアップ
で を暮家

いえ

活
かつ

らし
お申し込みは
お近くのＪＡへ

定価（税込） 
●普通月号 629円　 
●付録月号（1・4・5・7・9月号）922円　 
●家計簿付き12月号 1,027円



（7） 第５４１号 JA広報

「関係ない」　そう思わずに　勇気を出そう

タマネギ…………………1/2個
ジャガイモ…………………2個
アサリ（殻付き）………300g
グリーンアスパラガス……1わ
コンソメスープのもと（顆粒）
  …………………… 小さじ1/2
牛乳…………………… 400ml
パセリ …………………… 少々
オリーブ油 ………… 大さじ1
塩・こしょう …………各少々

材料（4人分） 作り方
①タマネギは粗みじん切りにする。ジャガイモは1cm角に切ってさっとすすぐ。アサリは海水程度

の塩水の中で殻と殻をこすり合わせて洗う。アスパラガスは根元の堅い皮をむき、3cmの長さに
切って耐熱性皿に載せてラップをし、電子レンジに1分かける。パセリはみじん切りにしておく。

②鍋にオリーブ油を熱して、タマネギを透き通るまで炒め、ジャガイモを加えて炒め
合わせる。湯400ml（材料外）を加えて煮立たせ、中火にしてコンソメスープのも
とと塩小さじ1と1/2（分量外）を加え、10分煮る。

③②にアサリを入れ、ふたをして煮る。アサリの口が開いたら温めた牛乳を加え、①
のアスパラガスも入れて温める。

④塩・こしょうで味を調えて皿に盛り、①のパセリを振る。

アスパラの季節に楽しみ
たいスープ

アサリのチャウダー

当日ご来場できない方は「きこえ」に詳しい専門スタッフが
ご自宅までお伺いします。

６月９日（金）

6月開催のお知らせ
きこえの相談会

出典●JミルクWEBサイト「ミルクレシピ」

2023 FASHIONABLE FAIR

おしゃれフェア
inＪＡえびの市

　ジュエリーや鞄、時計などの展示販売をいたし
ます。
　ジュエリーメンテナンス（除菌クリーニング・指輪
の変形直し・チェーン切れ修理・真珠ネックレス糸替え）も
行います。皆様のご来場をお待ちしています。
※製品や加工内容によっては有料の場合がございます。

《お問い合わせ先》
ＪＡえびの市 生活課　TEL 33－5743

※ご入場の際はチケット(500円)が必要です。
※ご家族・ご夫婦でご来場の方はチケット１枚にて
　ご入場いただけます。
※会場でも当日チケットを販売しております。

開催日時

 2023.5.23㈫・24㈬
10：00～19：00　　　10：00～16：00

開催場所　ＪＡえびの市　本店２階



（8）令和５年５月８日発行え　び　の

JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

☆
４
月
期
子
牛
セ
リ
結
果

　

４
月
14
日
～
16
日
ま
で
の
３
日
間
、
西
諸
畜

連
で
、
４
月
期
子
牛
セ
リ
市
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
成
績
は
上
の
通
り
で
す
。

　

子
牛
セ
リ
市
終
了
後
の
事
故
が
多
発
し
て
い

ま
す
。
生
産
者
の
皆
さ
ん
は
解
約
や
値
引
き
等

発
生
し
な
い
よ
う
に
、
飼
養
管
理
に
は
充
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。
子
牛
生
産
検
査
以
降
に
発

生
し
た
ケ
ガ
や
尿
石
等
の
事
故
、
そ
の
他
小
さ

な
こ
と
で
も
気
付
い
た
点
は
、
担
当
者
に
相
談

す
る
か
、
ま
た
は
セ
リ
市
上
場
時
に
必
ず
発
表

す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

去
勢
子
牛
で
発
育
の
良
い
も
の
は
早
期
出
荷

を
行
い
、
飼
育
費
の
削
減
を
図
り
所
得
の
向
上

に
努
め
ま
し
ょ
う
。
雌
子
牛
に
つ
い
て
は
、
積

極
的
に
品
評
会
に
出
品
し
、
付
加
価
値
の
高
い

優
良
素
牛
生
産
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

各
種
導
入
事
業
の
有
効
活
用
を
図
り
優
良
雌

子
牛
を
導
入
し
、
母
牛
の
増
頭
、
更
新
を
積
極

的
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
い
こ
と
は
畜
産
課
（
☎
３
３

−

５
７
４

７
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☆
４
月
期
Ｊ
Ａ
主
催
子
牛
品
評
会

　

４
月
７
日
、
Ｊ
Ａ
畜
産
セ
ン
タ
ー
で
Ｊ
Ａ
主

催
子
品
評
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
成
績
は
表

の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

　

な
お
、
Ｊ
Ａ
品
評
会
に
つ
い
て
は
事
前
に
下

見
を
し
ま
す
。
出
品
希
望
の
方
は
、畜
産
課
（
☎

３
３

−

５
７
４
７
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

☆
４
月
期
郡
子
牛
品
評
会

　

４
月
10
日
、
西
諸
畜
連
で
郡
子
牛
品

評
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
え
び
の
市
管
内
か
ら
９
頭
が
出

品
さ
れ
、
成
績
は
表
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

営
農
情
報

令和５年４月期子牛セリ市結果

Ｊ
Ａ
え
び
の
市
管
内

今回(５年４月) 前回(５年3月) 前年(４年4月)

頭数 平均価格 頭数 平均価格 増減 頭数 平均価格 増減

メス 94 584,065 87 557,700 26,365 100 659,407 △75,342

去勢 121 710,164 97 723,936 △13,772 128 821,614 △111,450

計 215 655,032 184 645,335 9,697 228 749,539 △94,507

令和５年４月期郡子牛品評会成績
名　　　号 出品者（敬称略）

優等賞 11席 第９３８あゆみ 坂 元 幸 保
壱等賞 の ぞ み 森 田 誠 一
〃 くすはな１７０ 楠 元 逸 夫

弐等賞 きりしま２６２ J A え び の 市
和牛繁殖センター

〃 みやび５５７ 横 山 大 樹
〃 第５６８ももか 井 川 原 修
〃 は る か １ ６ 大木場　正　昭
〃 む さ し ひ め 松 元 丈 男
〃 き ら ら 堂 原 昭 八
※壱等賞・弐等賞は、順列は付けてありません。

令和５年４月期ＪＡ子牛品評会成績
名　　　号 出品者（敬称略）

優等賞 第９３８あゆみ 坂 元 幸 保
壱等賞１席 の ぞ み 森 田 誠 一
壱等賞 くすはな１７０ 楠 元 逸 夫

〃 きりしま２６２ J A え び の 市
和牛繁殖センター

〃 みやび５５７ 横 山 大 樹
〃 第５６８ももか 井 川 原 修
〃 は る か １ ６ 大 木 場 正 昭
〃 む さ し ひ め 松 元 丈 男
〃 き ら ら 堂 原 昭 八
弐等賞 ゆ う 上 野 幸 治
〃 さ ち ゆ り 堂 原 昭 八
〃 ひ か り 堂 原 昭 八
〃 第 ３ ７ み ほ 森 永 政 晴
〃 きらめき２８ 色 増 拓 真
〃 ひ と み 中 原 安 尋
〃 と き あ ざ み 山 里 育 代
〃 さ ち 大 沢 義 雄
〃 みやび５５４ 横 山 大 樹

※壱等賞１席から下の壱等賞と弐等賞は、序列は付けてあ
りません。

◎
畜
産
関
係
◎
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差別なく　笑顔あふれる　明るい社会

～ 母乳性白痢 ～
　病原体の感染による腸炎とは別に、消化不良性の腸炎も存在します。哺乳期の子牛が最も口
にするのはミルクです。

　人工哺乳の場合は管理者が変更しない限り、ミルクの成分や濃度は一定なのでほとんど問題
となることはないのですが、母子同居での管理では、母乳性白痢と言う消化不良性の下痢が発
生する場合があります。発情の前後や配合飼料が多給されている、あるいは母体の空腹ストレ
スが強い場合などに母乳性白痢が起こりやすいです。

　発情期には体内のホルモンバランスが大きく変動し、それによって乳質が大きく変わってし
まうことがあります。発情の度に子牛が激しい下痢をしてしまう場合は次回の分娩以降、人工
哺育を検討しても良いかもしれません。

　配合飼料の多給は乳量の増加をもたらします。それ自体は良いのですが、子牛が飲みきれな
いほど乳量が増加すると乳管洞内に残ったミルクが腐敗してしまい、次の哺乳時にそれを飲ん
で下痢になることがあります。もちろん分娩前後の増飼いは重要ですが、やりすぎは禁物です。

　一方、母牛の栄養度が低い場合はどうでしょうか。激しい舌遊びや異物貧食（エサでないオ
ガクズなどを食べる行為）が見られる場合、体内では生命維持のために体脂肪動員が起こって
います。この際に発生するケトン体（アセト酢酸等）は、酸性の物質で体にとっては有害な上
に乳汁中にも移行してしまうため、子牛も下痢を起こしやすくなります。

　また、乾物給与量が少ないためにほとんどの牛が舌遊びをしているような牧場も要注意です。
空腹によるストレスによって母体の血液中に分泌されたコルチゾールが乳汁にも移行するため、
そのミルクを飲んだ子牛はコルチゾールの影響を受けてしまいます。長期的な摂取は免疫抑制
をもたらすため、通常は問題とならないような環境中の病原体でも感染が成立してしまい下痢
になるケースも考えられます。

ＪＡ主催春季肉牛枝肉共励会
　４月６日、令和５年度ＪＡ主催春季肉牛枝肉共励会が

（株）ミヤチク高崎工場で開かれました。市内の肥育農家
ら８人が去勢１５頭、雌１頭を出品し、橋口誠也さんの
枝肉が１席に選ばれました。
　全体では、上物率１００％で、平均枝肉重量５３１. ８
ｋｇ、平均単価はｋｇあたり２, ６９５円で取引されました。

生産者（敬称略） 性別
血統

生年月日 体重
(㎏)

枝肉
重量(㎏) 等級

Ｂ
ＭＳ

入賞
区分父 母の父 母の祖父

橋 口 誠 也 去勢 勝美利 洋紀久 忠富士 R2.8.21 843 566.0 A5 12 １席

立 山 畜 産 去勢 義美福 耕富士 秀菊安 R2.9.18 843 550.5 A5 11 ２席

吉 留 　 弘 去勢 耕富士 美穂国 忠富士 R2.12.16 881 556.3 A5 11 ３席

・・・「養牛の友」より抜粋
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JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

営☆
イ
チ
ゴ

（
担
当
：
山
下
賢
太
）

育
苗
管
理
に
つ
い
て

【
ラ
ン
ナ
ー
を
発
生
さ
せ
る
事
前
管
理
】

①
花
鉾
房
や
古
葉
は
株
の
消
耗
を
防
ぐ
た

め
に
早
め
に
摘
除
す
る
。

②
芽
数
は
２
芽
程
度
に
抑
え
て
お
く
と
、

強
い
ラ
ン
ナ
ー
が
発
生
す
る
。

③
ラ
ン
ナ
ー
は
本
葉
が
１
・
５
枚
～
２
枚

展
開
し
、
発
根
が
確
認
で
き
て
か
ら
ラ

ン
ナ
ー
ピ
ン
で
押
さ
え
る
。

灌
水
管
理

①
灌
水
は
培
土
が
乾
か
な
い
よ
う
に
１
日

２
～
３
回
行
う
が
、
逆
に
過
湿
に
な
っ

て
も
根
が
傷
む
の
で
注
意
す
る
。

５
月
育
苗
防
除
管
理

　

上
旬　

園
芸
ボ
ル
ド
ー　
　

 

８
０
０
倍

　

中
旬　

ペ
ン
コ
ゼ
ブ
水
和
剤 

６
０
０
倍

☆
栗

（
担
当
：
山
下
賢
太
）

　

コ
ウ
モ
リ
ガ
と
キ
ク
イ
ム
シ
の
発
生
す

る
時
期
で
す
。
樹
勢
の
低
下
や
枯
死
な
ど

の
原
因
と
な
る
た
め
、
ガ
ッ
ト
サ
イ
ド
Ｓ

を
１
・
５
倍
に
希
釈
し
、
地
際
か
ら
１
・

５
ｍ
の
高
さ
ま
で
塗
布
し
て
防
除
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

☆
キ
ン
カ
ン

（
担
当
：
山
下
賢
太
）

　

新
梢
が
15
～
20
㎝
前
後
に
な
れ
ば
灌
水

量
を
抑
え
、
パ
ワ
フ
ル
グ
リ
ー
ン
８
０
０

倍
液
の
葉
面
散
布
を
７
日
間
隔
で
行
っ
て

新
梢
の
伸
長
を
促
し
ま
し
ょ
う
。
花
芽
が

着
く
ま
で
は
、
１
箇
所
か
ら
４
～
５
本
以

上
発
生
し
て
い
る
車
枝
や
枝
向
き
が
悪
い

新
梢
は
２
～
３
枝
残
し
て
枝
数
を
制
限
し
、

早
め
に
除
去
し
ま
し
ょ
う
。
枯
れ
枝
は
黒

点
病
の
発
生
源
と
な
り
ま
す
の
で
、
丁
寧

に
除
去
作
業
し
圃
場
外
へ
持
ち
出
し
ま

し
ょ
う
。
ハ
ダ
ニ
の
発
生
に
も
注
意
を
払

い
、
防
除
し
ま
し
ょ
う
。

☆
生
姜

（
担
当
：
山
下
賢
太
）

 

植
え
付
け
後
、
萌
芽
す
る
前
ま
で
に
除

草
対
策
を
徹
底
し
ま
す
。
植
え
付
け
直
後

に
ト
レ
フ
ァ
ノ
サ
イ
ド
乳
剤
の
土
壌
散
布

を
行
い
、
除
草
管
理
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

生
姜
は
乾
燥
に
弱
い
品
目
で
す
。
特
に
３

～
５
本
分
け
つ
期
ま
で
の
乾
燥
を
防
ぐ
た

め
に
も
梅
雨
前
ま
で
に
敷
き
藁
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

ト
レ
フ
ァ
ノ
サ
イ
ド
乳
剤

　

散
布
液
量  

１
０
０
Ｌ
／
10
ａ

　

使
用
量  

２
０
０
㎖
～
３
０
０
㎖
／
10
ａ

　

使
用
回
数  

１
回　

全
面
土
壌
散
布

☆
キ
ュ
ウ
リ

（
担
当
：
朝
倉
章
太
）

　

露
地
き
ゅ
う
り
の
作
付
け
が
始
ま
り
ま

す
。
定
植
時
に
は
ア
ド
マ
イ
ヤ
ー
粒
剤
等

を
使
用
し
て
ア
ブ
ラ
ム
シ
等
の
対
策
を
行

い
、
定
植
後
は
活
着
す
る
ま
で
毎
日
灌
水

を
行
い
ま
し
ょ
う
。
活
着
以
降
、
摘
芯
ま

で
は
灌
水
を
控
え
め
に
管
理
し
、
乾
燥
が

続
く
よ
う
で
あ
れ
ば
随
時
対
応
す
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

☆
玉
ネ
ギ

（
担
当
：
朝
倉
章
太
）

　

収
穫
時
期
を
迎
え
ま
す
。
収
穫
は
、
連

続
し
た
晴
天
が
見
込
め
る
こ
と
を
確
認
し
、

午
前
中
に
収
穫
、
マ
ル
チ
の
上
で
日
光
に

あ
て
て
風
乾
さ
せ
ま
し
ょ
う
（
切
り
玉
出

荷
の
場
合
は
根
と
葉
は
切
り
落
と
し
て
お

き
ま
す
）
。
風
乾
か
ら
出
荷
ま
で
の
期
間

（
目
安
）
は
、
収
穫
翌
々
日
以
降
の
朝
露

が
と
れ
た
時
間
帯
か
ら
始
め
、
玉
の
大
き

さ
ご
と
に
コ
ン
テ
ナ
な
ど
に
入
れ
て
圃
場

か
ら
持
ち
出
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

☆
菊

（
担
当
：
朝
倉
章
太
）

　

秋
ギ
ク
で
芽
無
し
性
の
強
い
品
種
に
つ

い
て
は
、
５
月
下
旬
よ
り
Ｂ
Ａ
液
剤
の

２
０
０
０
倍
液
（
１
０
０
～
３
０
０
Ｌ
／

10
ａ
）
を
定
期
的
に
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

ハ
ウ
ス
内
温
度
が
上
昇
す
る
時
期
な
の
で
、

切
花
品
質
を
良
く
す
る
た
め
に
サ
イ
ド
・

褄
ビ
ニ
ー
ル
を
開
放
し
て
換
気
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
灌
水
不
足
に
よ
る
活
着
不
良
、

灌
水
過
多
に
よ
る
根
傷
み
は
共
に
樹
勢
の

低
下
や
株
の
老
化
に
繋
が
り
ま
す
の
で
、

こ
ま
め
に
灌
水
し
ま
し
ょ
う
。

☆
ラ
ナ
ン
キ
ュ
ラ
ス（担

当
：
朝
倉
章
太
）

　

球
根
養
成
の
時
期
で
す
。
地
上
部
が
枯

れ
た
あ
と
は
球
根
腐
敗
を
防
ぐ
た
め
に
早

め
に
掘
り
取
り
、
枯
葉
等
を
取
る
時
に
は

株
元
に
あ
る
次
年
度
の
芽
の
出
て
く
る
箇

所
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
調
整
を
行
い
ま

し
ょ
う
。
堀
上
げ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
株
が

黄
金
色
に
な
り
、
黄
緑
色
が
１
～
２
割
程

度
残
っ
て
い
る
時
期
が
適
期
と
な
り
ま
す
。

堀
取
り
後
は
ネ
ッ
ト
や
コ
ン
テ
ナ
に
入

れ
、
短
時
間
の
う
ち
に
流
水
で
球
根
を
洗

い
ま
し
ょ
う
。
洗
っ
た
球
根
を
水
切
り
し
、

オ
ー
ソ
サ
イ
ド
＋
ニ
ー
ズ
（
展
着
剤
）
等

の
殺
菌
剤
に
浸
し
て
消
毒
を
行
い
、
天
気

の
良
い
日
に
風
通
し
の
い
い
と
こ
ろ
で
４
、

５
日
程
乾
燥
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
球
根
の
乾

き
具
合
は
、
手
で
握
っ
た
ら
球
根
の
先
が

刺
さ
る
位
が
良
い
で
す
。

　

球
根
乾
燥
後
は
紙
袋
に
入
れ
、
除
湿
剤

の
入
っ
た
密
閉
で
き
る
衣
装
ケ
ー
ス
等
に

入
れ
、
湿
気
が
少
な
く
直
射
日
光
の
当
た

ら
な
い
涼
し
い
所
（
米
倉
庫
な
ど
）
で
保

管
し
ま
し
ょ
う
。

☆
ベ
ビ
ー
ハ
ン
ズ（

担
当
：
朝
倉
章
太
）

　

気
温
が
高
く
な
り
病
害
虫
が
発
生
し
や

す
い
時
期
に
な
る
の
で
７
日
間
隔
を
目
安

に
防
除
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

出
荷
時
期
に
な
り
ま
す
が
、
日
中
の
暑

い
時
間
帯
に
収
穫
を
行
う
と
、
し
お
れ
等

の
原
因
と
な
る
の
で
午
前
中
の
早
い
時
間

帯
や
夕
方
の
涼
し
く
な
る
時
間
か
ら
収
穫

を
行
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
収
穫
後
は

速
や
か
に
水
揚
げ
を
行
い
、
黄
化
し
た
葉

や
病
害
虫
被
害
が
あ
る
葉
の
混
入
が
な
い

よ
う
に
徹
底
し
た
選
別
を
行
い
、
出
荷
を

お
願
い
し
ま
す
。

☆
加
工
甘
藷

（
担
当
：
山
下
賢
太
）

　

定
植
は
、
高
温
が
続
く
日
中
は
避
け
、

午
後
３
時
以
降
に
実
施
し
ま
し
ょ
う
。
苗

が
活
着
す
る
ま
で
の
間
に
マ
ル
チ
と
接
触

す
る
と
葉
や
成
長
点
が
傷
む
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
降
雨
前
に

定
植
で
き
れ
ば
活
着
も
良
く
な
り
ま
す
。

大
変
な
作
業
で
は
あ
り
ま
す
が
天
気
予
報

営
農
情
報

◎
園
芸
関
係
◎
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あたたかい　言葉のシャワーで　えがおさく

を
十
分
に
活
用
し
て
定
植
作
業
を
進
め
ま

し
ょ
う
。

☆
ゴ
ー
ヤ
ー

（
担
当
：
山
下
陽
平
）

　

露
地
栽
培
の
定
植
期
終
盤
と
な
り
ま
す
。

定
植
後
は
接
木
苗
の
接
合
部
が
強
風
に
煽

ら
れ
つ
る
を
損
傷
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
支
柱
で
固
定
す
る
な
ど
の
対
策
を
行

い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
根
の
活
着
を
促
す

た
め
に
定
植
後
１
週
間
か
ら
10
日
程
度
は

し
っ
か
り
と
手
灌
水
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

ハ
ウ
ス
栽
培
で
は
、
つ
る
が
１
・
５
ｍ
～

２
ｍ
程
度
の
長
さ
に
伸
び
た
ら
、
草
勢
が

弱
ま
ら
な
い
よ
う
に
１
ｍ
以
下
に
着
花
し

た
雌
花
の
摘
花
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
受
粉

が
う
ま
く
さ
れ
な
い
と
、
種
子
が
形
成
さ

れ
な
い
果
実
が
多
く
な
っ
た
り
、
果
実
肥

大
が
進
ま
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

午
前
中
の
涼
し
い
う
ち
に
人
工
交
配
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

☆
ピ
ー
マ
ン

（
担
当
：
山
下
陽
平
）

　

４
月
中
旬
か
ら
日
中
の
気
温
が
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。
ハ
ウ
ス
内
の
急
激
な
温

度
上
昇
に
注
意
し
、
遮
熱
遮
光
資
材
や
循

環
扇
を
活
用
し
て
温
度
調
整
に
努
め
ま

し
ょ
う
。
地
温
は
25
度
前
後
で
管
理
し
、

テ
ン
シ
ョ
ン
メ
ー
タ
ー
を
設
置
し
て
土
壌

の
水
分
状
態
を
Ｐ
Ｆ
１
・
５
～
１
・
８
の

間
で
保
て
る
よ
う
少
量
多
回
数
で
の
灌
水

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
病
害
虫
に
つ
い
て

は
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
や
ス
リ
ッ
プ
ス
、
う
ど

ん
こ
病
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
す
の
で
、

予
防
的
防
除
を
基
本
と
し
て
害
虫
・
菌
密

度
が
低
い
初
期
の
う
ち
に
防
除
を
徹
底
し

ま
し
ょ
う
。
収
穫
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
の

で
農
薬
の
収
穫
前
日
数
に
注
意
し
、
薬
剤

散
布
を
行
っ
た
後
は
必
ず
24
時
間
以
上
経

過
し
て
か
ら
収
穫
し
て
く
だ
さ
い
。

　

農
薬
を
使
用
す
る
時
間
帯
は
、
薬
害
が

生
じ
る
恐
れ
の
あ
る
高
温
時
の
使
用
は
避

け
、
必
ず
朝
夕
の
涼
し
い
時
間
帯
に
行
い

ま
し
ょ
う
。
ま
た
そ
の
際
は
、
乾
き
が
早

く
浸
達
性
の
高
い
展
着
剤
（
ス
カ
ッ
シ
ュ

な
ど
）
を
加
用
し
、
果
実
の
汚
れ
軽
減
に

も
努
め
ま
し
ょ
う
。

☆
キ
ャ
ベ
ツ

（
担
当
：
山
下
陽
平
）

　

生
育
が
順
調
に
進
み
、
定
植
時
期
に
応

じ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
テ
ー
ジ
（
外
葉
展
開

期
～
結
球
期
～
収
穫
期
）
を
迎
え
て
い
る

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
し
っ
か
り
と
結
球
さ

せ
る
に
は
外
葉
作
り
が
重
要
で
す
。
肥
料

過
多
に
も
注
意
し
ま
す
が
、
肥
料
不
足
や

追
肥
の
時
期
が
遅
れ
て
養
分
不
足
を
招
か

な
い
よ
う
に
草
勢
を
見
て
追
肥
を
行
い
ま

し
ょ
う
。
１
月
～
２
月
初
旬
定
植
分
は
収

穫
が
始
ま
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

収
穫
の
適
期
は
、
球
の
中
心
部
を
上
か
ら

手
で
押
し
た
時
に
１
～
２
枚
ふ
わ
っ
と
す

る
ぐ
ら
い
の
状
態
が
目
安
と
な
り
ま
す
。

収
穫
が
遅
れ
る
と
裂
球
し
ま
す
の
で
収
穫

遅
れ
が
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
今

後
は
高
温
多
湿
に
な
り
病
害
虫
の
発
生
が

多
く
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
収
穫

前
の
薬
剤
の
使
用
時
期
に
気
を
付
け
な
が

ら
病
害
虫
防
除
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

☆
白
ネ
ギ

（
担
当
：
内
村
直
樹
）

　

定
植
し
た
圃
場
全
体
の
形
状
や
傾
斜
を

み
な
が
ら
水
の
溜
ま
り
や
す
い
部
分
が
出

来
な
い
よ
う
排
水
溝
を
整
備
し
、
十
分
な

排
水
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
強
い
降
雨

の
後
に
は
排
水
溝
が
崩
れ
て
い
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
必
ず
確
認
し
、
崩
れ
た
り

溝
が
浅
く
な
っ
て
い
る
時
に
は
再
度
溝
を

作
り
ま
し
ょ
う
。

追
肥
は
、
５
月
下
旬
～
６
月
上
旬
に
か
け

て
最
初
の
削
り
込
み
と
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ

で
行
い
ま
す
。

☆
里
芋

（
担
当
：
内
村
直
樹
）

　

気
温
と
湿
度
が
高
く
な
る
と
疫
病
が
発

生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
５
月
中
旬
頃
に

ペ
ン
コ
ゼ
ブ
水
和
剤
の
散
布
を
行
い
、
５

月
末
か
ら
６
月
上
旬
に
ラ
ン
マ
ン
フ
ロ
ア

ブ
ル
の
散
布
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
初
発
を

確
認
し
た
際
は
、
ダ
イ
ナ
モ
顆
粒
水
和
剤

の
散
布
を
す
ぐ
行
い
、
１
週
間
後
に
ア
ミ

ス
タ
ー
20
フ
ロ
ア
ブ
ル
の
散
布
を
行
い
様

子
を
見
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
梅
雨
時
期
に

入
る
前
に
排
水
対
策
も
し
っ
か
り
行
い
ま

し
ょ
う
。

予
防
剤

　

ジ
ー
フ
ァ
イ
ン
水
和
剤

　

希
釈
倍
率
：
１
０
０
０
倍

　

使
用
液
量
：
１
５
０
～
５
０
０
Ｌ
／
10
ａ

　

使
用
時
期
：
収
穫
前
日
ま
で

　

使
用
回
数
：
な
し

ペ
ン
コ
ゼ
ブ
水
和
剤

　

希
釈
倍
率
：
５
０
０
倍

　

使
用
液
量
：
１
０
０
～
３
０
０
Ｌ
／
10
ａ

　

使
用
時
期
：
収
穫
７
日
前
ま
で

　

使
用
回
数
：
２
回

ラ
ン
マ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル

　

希
釈
倍
率
：
２
０
０
０
倍

　

使
用
液
量
：
１
０
０
～
３
０
０
Ｌ
／
10
ａ

　

使
用
時
期
：
収
穫
前
日
ま
で

　

使
用
回
数
：
２
回

治
療
剤

　

ダ
イ
ナ
モ
顆
粒
水
和
剤

　

希
釈
倍
率
：
２
０
０
０
倍

　

使
用
液
量
：
１
０
０
～
３
０
０
Ｌ
／
10
ａ

　

使
用
時
期
：
収
穫
21
日
前
ま
で

　

使
用
回
数
：
３
回

ア
ミ
ス
タ
ー
20
フ
ロ
ア
ブ
ル

　

希
釈
倍
率
：
２
０
０
０
倍

　

使
用
液
量
：
１
０
０
～
３
０
０
Ｌ
／
10
ａ

　

使
用
時
期
：
収
穫
14
日
前
ま
で

　

使
用
回
数
：
３
回

　

農
薬
散
布
の
際
は
、
展
着
剤
を
入
れ
て

使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

各
品
目
の
栽
培
の
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合

わ
せ
は
Ｊ
Ａ
え
び
の
市
農
産
園
芸
課
（
☎

３
３

−

５
７
５
６
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

農業用廃プラスチック集積日
　農業用廃プラスチックは

決められた収集日に出してください
○ポリフィルム類○

集積場所　えびの市一般廃棄物最終処分場
時　　間　午前９時～午後４時
集　積　日　５月１６日（火）

※ビニールとポリマルチは混ぜないよう注意してください
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☆
水
稲

（
担
当
：
内
村
直
樹
）

１
、
田
植
え
準
備

　

イ
タ
リ
ア
ン
ラ
イ
グ
ラ
ス
等
の
鋤
き

こ
み
は
、
ガ
ス
発
生
防
止
の
た
め
田
植

え
の
３
週
間
前
ま
で
に
は
行
う
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
堆
肥
は
完
熟
し

た
も
の
を
使
う
よ
う
に
し
、
良
食
味
米

の
生
産
に
は
珪
酸
が
効
果
的
で
す
の
で
、

ケ
イ
カ
ル
や
ケ
イ
テ
ツ
、
ヨ
ー
リ
ン
ま

た
は
ヒ
ム
カ
リ
ン
な
ど
の
珪
酸
資
材
を

散
布
し
ま
し
ょ
う
。

２
、
育
苗
管
理

○
塩
水
選
お
よ
び
種
子
消
毒

　

塩
水
選
を
行
っ
た
後
、
種
子
消
毒
を

行
い
ま
す
。
塩
水
選
お
よ
び
種
子
消
毒

の
方
法
に
つ
い
て
は
、
稲
作
暦
や
先
月

号
の
営
農
情
報
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
消
毒
に
用
い
た
薬
液
を
廃
棄

す
る
際
は
、
河
川
や
池
な
ど
に
流
入
し

な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
浸
種

　

水
の
量
は
（
籾
）
１
：（
水
）
２
の
割

合
と
し
て
、
出
芽
ム
ラ
を
防
ぐ
た
め
に
、

芽
を
切
っ
た
状
態
（
鳩
胸
状
態
）
に
な

る
ま
で
十
分
な
浸
種
を
行
い
ま
す
。

　

浸
種
に
使
用
す
る
水
は
水
道
水
な
ど

を
使
用
し
、
温
度
は
10
～
15
℃
程
度
を

目
安
と
し
ま
す
が
、
水
の
交
換
は
２
～

３
日
に
１
回
行
い
ま
す
。（
か
け
流
し
で

の
浸
種
は
や
め
ま
し
ょ
う
。）
期
間
中
の

天
候
等
に
よ
り
、
日
数
（
水
温
）
は
前

後
し
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。
特

に
日
の
当
た
る
と
こ
ろ
で
は
水
温
が
上

昇
す
る
た
め
、
日
陰
や
涼
し
い
場
所
で

浸
種
し
、
日
除
け
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

浸
種
の
日
数
は
『
１
０
０
÷
平
均
水

温
（
日
）』
を
目
安
と
し
て
発
芽
（
芽
を

切
っ
た
状
態
）
が
確
認
で
き
た
ら
播
種

（
種
ま
き
）
を
行
い
ま
す
が
、
芽
が
伸
び

す
ぎ
る
と
播
種
時
に
折
れ
た
り
し
て
発

芽
ム
ラ
に
な
り
や
す
い
の
で
、
鳩
胸
状

態
が
播
種
の
適
期
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
お
風
呂
の
残
り
湯
な
ど
を
利

用
し
て
の
浸
種
は
発
芽
ム
ラ
に
つ
な
が

る
な
る
た
め
、
行
わ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

○
播
種

　

一
箱
当
り
の
播
種
量
は
、
乾
籾
で

１
５
０
ｇ
、
催
芽
籾
（
浸
種
後
の
風
乾

し
た
籾
）
で
１
８
０
ｇ
か
ら
１
９
０
ｇ

が
目
安
で
す
。
播
種
を
行
っ
た
後
の
管

理
が
高
温
に
な
る
と
苗
立
枯
病
が
発
生

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
播
種

時
に
灌
水
を
兼
ね
て
『
ダ
コ
ニ
ー
ル

１
０
０
０
』
の
１
０
０
０
倍
液
を
灌
注

し
ま
し
ょ
う
。

○
出
芽
期
間

　

段
重
ね
し
た
苗
箱
（
最
高
で
15
段
位

ま
で
）
を
シ
ル
バ
ー
ビ
ニ
ー
ル
等
で
包

み
込
み
、
出
芽
を
促
し
ま
す
。
高
温
に

な
り
す
ぎ
る
と
、
発
芽
不
良
の
原
因
に

な
り
ま
す
の
で
、
30
℃
～
32
℃
を
目
安

に
管
理
し
て
く
だ
さ
い
。

　

芽
が
０
・
５
㎝
～
１
・
０
㎝
ま
で
伸
び

た
ら
緑
化
に
入
り
ま
す
。

○
緑
化
期

　

緑
化
は
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
や
ト
ン
ネ

ル
資
材
を
用
い
て
行
い
ま
す
が
、
こ
の

時
に
直
射
日
光
に
あ
た
る
と
葉
焼
け
を

し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
内

側
に
寒
冷
し
ゃ
を
か
け
る
な
ど
し
て
遮

光
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
管
理
す
る
温
度
は
昼
間
25
℃
、

夜
間
15
℃
が
目
安
で
す
。
気
温
が
上
昇

す
る
前
に
ビ
ニ
ー
ル
の
す
そ
を
上
げ
る

な
ど
し
て
通
気
を
よ
く
し
、
葉
焼
け
や

蒸
れ
苗
、
徒
長
苗
な
ど
の
発
生
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
灌
水
は
午
前
中
に
行
い
、
晴

天
で
気
温
が
高
く
な
る
よ
う
な
日
は
特

に
注
意
し
、
十
分
な
灌
水
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

　

緑
化
期
間
に
入
っ
て
か
ら
の
最
初
の

灌
水
は
根
の
生
育
促
進
と
苗
立
枯
病
を

予
防
す
る
た
め
、『
タ
チ
ガ
レ
エ
ー
ス

Ｍ
液
剤
』
の
１
０
０
０
倍
液
を
１
箱
当

た
り
５
０
０
㎖
灌
注
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

○
硬
化
期

　

本
葉
が
１
枚
展
開
し
、
第
２
葉
が
出

は
じ
め
た
ら
、
夕
方
や
曇
り
の
日
を
見

計
ら
っ
て
寒
冷
し
ゃ
や
ラ
ブ
シ
ー
ト
を

外
し
て
硬
化
に
移
行
し
ま
す
。
硬
化
の

初
期
は
昼
間
20
℃
、
夜
間
10
℃
で
管
理

し
、
徐
々
に
外
気
に
慣
ら
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

な
お
、
過
度
の
灌
水
は
根
張
り
不
足

と
ム
レ
苗
の
発
生
を
助
長
す
る
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

○
移
植
直
前

　

年
柄
に
よ
っ
て
は
、
苗
時
期
を
含
め

た
初
期
の
生
育
時
に
夏
ウ
ン
カ
や
い
も

ち
病
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
『
防
人
箱
粒
剤
』
等
の
箱
施
薬
を
必

ず
散
布
し
て
か
ら
田
植
え
を
行
な
い
ま

し
ょ
う
。

○
除
草
剤
散
布

　

圃
場
や
天
候
、
用
水
の
確
保
状
況
な

ど
を
考
慮
し
、
条
件
に
あ
っ
た
除
草
剤

を
選
択
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

田
植
え
同
時
に
使
用
で
き
る
除
草
剤

を
使
用
す
る
際
の
注
意
点
で
す
が
、
植

付
け
時
に
土
の
戻
り
が
弱
い
と
、
苗
の

根
に
直
接
薬
剤
が
触
れ
て
、
水
稲
の
薬

害
を
起
こ
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。
圃
場

の
土
質
に
も
よ
り
ま
す
が
、
代
か
き
か

ら
日
数
が
経
過
し
す
ぎ
る
と
土
の
戻
り

が
弱
く
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
下
さ

い
。

※
毎
年
、
箱
粒
剤
と
除
草
剤
を
ま
ち
が
っ

て
散
布
し
て
し
ま
う
ト
ラ
ブ
ル
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
特
に
農
薬
の
使
用

に
つ
い
て
は
都
度
、
ラ
ベ
ル
の
確
認

を
行
う
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

（
除
草
剤
を
間
違
っ
て
箱
苗
に
散
布
し

た
場
合
、
苗
が
枯
死
し
て
し
ま
う
た
め
、

そ
の
苗
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。）

◎
農
産
関
係
◎

営営
農
情
報

伸びすぎ

鳩胸状態



（13） 第５４１号 JA広報

「大丈夫」　一人じゃないよ　僕がいる

営営
農
情
報

問い合わせ　担い手支援課　☎33－5758

◎
担
い
手
支
援
関
係
◎



（14）令和５年５月８日発行え　び　の
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お申し込み・お問い合わせ先

（株）ジェイエイえびの市葬祭　☎35－0727（代）
プリエール加久藤会館・プリエール飯野会館

プリエール「あんしんの会」会員募集中
⑴　会員の条件　　加入金を納付された方
⑵　加入金は　　　①　ＪＡえびの市の組合員の方は 2,000 円といたします。
　　　　　　　　　②　一般利用者は 3,000 円とし、加入金のうち 1,000 円はＪＡえびの市への出
　　　　　　　　　　資金といたします。
　　　　　　　　　③　会員自身の葬儀の場合は、加入金の 2,000 円を葬儀費用に充てるものとし、
　　　　　　　　　　会員資格を喪失いたします。
⑶　プリエール会員の特典

　祭壇価格（税抜）の１０％をＪＡえびの市葬祭の決算期にお返しいたします。
　葬儀の申込みがあり葬儀が重なった際に日延べの相談をさせていただきますが、調整ができずに止む
無く他の葬儀場で葬儀をされた会員に対しても、同様に祭壇価格平均（税抜）の１０％をお返しする対
応とさせていただきます。

⑷　利用者特典の範囲は
　特典を受けられる親族の範囲は、両親、配偶者、子供とします。

※お葬式の不安・疑問に、専門のスタッフがお答えし、解決いたします。
※家族葬のご相談も承ります。

葬 儀 相 談 会 開 催 中
両 親 配偶者会員本人

子 供

相 談 会 開 催 中
（お葬式の疑問にお答えいたします）

お葬式に不安（万一の時には？いくらぐらいかかるの？）、
その疑問、専門のスタッフが解消いたします。
突然のことだからこそ、
信頼ある業者を見つけておくことも大事なことです。
この機会に、ぜひ JA 葬祭へご相談下さい。

道

えびの駅

相 談 会 開 催 中
（お葬式の疑問にお答えいたします）

お葬式に不安（万一の時には？いくらぐらいかかるの？）、
その疑問、専門のスタッフが解消いたします。
突然のことだからこそ、
信頼ある業者を見つけておくことも大事なことです。
この機会に、ぜひ JA 葬祭へご相談下さい。

飯野会館・ご自宅でご相談を希望の方はお電話下さい！
※お電話にて予約いただければ、お客様をお待たせすることはありません。

㈱ジェイエイえびの市葬祭
TEL 0984-35-0727 ㈹

葬儀社社員 大募集！！
㈱ジェイエイえびの市葬祭では、正社員を募集しています。
賃金は？仕事内容は？職場環境は？などなど気になることは
なんでも！お尋ねください。（電話・リモートでも質問を受け付けます）
　　　　　　㈱ジェイエイえびの市葬祭　☎ 0984-35-0727 ㈹ ja-ebino.com
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さがそうよ　涙を笑顔に　する言葉
★ご応募に際して取得した個人情報はこのたびの賞品プレゼントの抽選・発送以外には一切使用しません。

★
ヨ
コ
の
カ
ギ

1　

端
午
の
節
句
に
食
べ
る
も

の
の
1
つ

2　

竹
林
が
似
合
う
猛
獣

3　

―
―
感
の
あ
る3D

映
像

4　

母
の
日
に
贈
る
カ
ー
ネ
ー

シ
ョ
ン
の
、
定
番
の
色
の
1
つ

5　

大
正
の
1
つ
前
の
年
号
で
す

7　

害
獣
や
害
虫
を
追
い
払
う

こ
と

10　

淡
水
と
海
水
が
混
じ
り

合
っ
た
も
の

12　

鳴
門
海
峡
の
も
の
が
有
名

13　

校
内
で「
走
ら
な
い
よ
う
に
」

と
注
意
さ
れ
や
す
い
場
所

14　

京
都
三
大
祭
の
1
つ
、
―
―

祭
は
5
月
15
日
に
行
わ
れ
ま
す

17　

煮
切
っ
て
使
う
こ
と
も
あ

る
調
味
料

19　

メ
ロ
ン
や
ス
イ
カ
は
こ
の

仲
間

20　

街
を
―
―
も
な
く
う
ろ
つ

い
た

★
タ
テ
の
カ
ギ

2　

ザ
ッ
と
降
っ
て
サ
ッ
と
や

み
ま
す

6　

変
わ
る
と
寝
付
け
な
い
人
も

8　

お
稲
荷
さ
ん
の
―
―
は
キ

ツ
ネ
で
す

9　

桃
太
郎
の
お
供
を
し
た
鳥

10　

南
の
反
対
側

11　

田
ん
ぼ
へ
―
―
か
ら
水
を

引
き
入
れ
た

15　

小
野
妹
子
が
遣
わ
さ
れ
た
国

16　

潮
干
狩
り
に
出
か
け
る
所

18　

12
星
座
占
い
で
5
月
生
ま

れ
の
人
は
―
―
座
か
双
子

座
で
す

20　

夜
に
な
る
と
家
々
に
と
も

り
ま
す

21　

―
―
ヤ
マ
ネ
コ
は
特
別
天

然
記
念
物
で
す

４
月
号
の
当
選
者

４
月
号
の
答
え
は「
ハ
ル
ガ
ス

ミ
」で
し
た
。正
解
者
15
人
の
中

か
ら
次
の
５
人
が
当
選
さ
れ
ま

し
た
。(

敬
称
略)

☆
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
☆

▽
出　

石　

敦　

子（
飯　

野
）

▽
米　

澤　

瑞　

子（
加
久
藤
）

▽
白　

石　

い
く
子（
真　

幸
）

▽
山　

野　

ヨ
シ
子（
真　

幸
）

▽
源　

嶋　

百
合
子（
真　

幸
）

▽
解
き
方

　

普
通
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
要

領
で
全
部
解
い
て
下
さ
い
。

　

次
に
Ａ
→
Ｅ
の
二
重
ワ
ク
の

文
字
を
順
に
並
べ
る
と
、
一
つ

の
言
葉
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
が

答
え
で
す
。

▽
応
募
方
法

　

官
製
ハ
ガ
キ
に
答
え
を
記
入

し
、
あ
な
た
の
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
職
業
を
書
い
て
応
募
し

て
下
さ
い
。
一
人
に
つ
き
ハ
ガ

キ
１
枚
を
有
効
と
し
ま
す
。

▽
締　

切　

５
月
20
日

（
当
日
消
印
有
効
）

▽
発　

表　

本
誌
６
月
号
紙
上

▽
あ
て
先

　

〒
８
８
９
─
４
３
１
１

　

え
び
の
市
大
明
司

　
Ｊ
Ａ
え
び
の
市　

総
務
課

▽
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５

名
に
ご
ま
あ
え
の
素
と
塩
こ
う

じ
パ
ウ
ダ
ー
の
セ
ッ
ト
を
プ
レ

ゼ
ン
ト

正
解
者
の
中
か
ら
５
名
様
に
賞
品
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
・
パ
ズ
ル

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
・
パ
ズ
ル

3年 5年 固定金利も

お取り扱いしています

最大で
年0.45％

引下げ

年1.10％

年1.55％

【固定変動選択型】
10年固定金利

がん 脳卒中
急性心筋梗塞

死亡・後遺障害保障に加え
所定の状態と診断されたら

住宅ローン
残高が 0円に

対象住宅ローンの金利に

＋年0.06％上乗せでOK！
※実際の融資金利はお近くのＪＡ窓口までおたずねください

令和5年2月1日(水)～令和6年1月31日(水)取扱
期間三大疾病保障付

ＪＡ住宅ローン サポート３

お問い合わせは
融資センター 35-1212
本店金融課 33-3103

＋

1.16％
合わせて

エーコープ
「ごまあえの素」
「塩こうじパウダー」

2点セット!!



（16）令和５年５月８日発行え　び　の

JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

え　び　の 令和５年５月８日発行 （16）

広
報
Ｊ
Ａ
え
び
の

〈
発

行
〉

〒
889-4311　

宮
崎

県
え

び
の

市
大

字
大

明
司

1061-1　
え

び
の

市
農

業
協

同
組

合
　

　
　

　
　

　
　

〈
編

集
〉

総
務

課
　

　
令

和
５

年
５

月
８

日
発

行

行　　事　　予　　定
令和５年５月１０日～６月１２日

　

４
月
４
日
、
４
月
26
日
、
本
店
で
理

事
会
が
開
催
さ
れ
、
す
べ
て
の
審
議
事

項
が
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

４
月
４
日

◉
審
議
事
項
◉

■
令
和
５
年
度
農
作
業
料
金
の
制
定
に

つ
い
て

■
第
45
回
通
常
総
代
会
で
の
優
良
組
合

員
表
彰
に
つ
い
て

■
令
和
４
年
度
事
業
報
告
、
注
記
表
及

び
附
属
明
細
書
に
つ
い
て

■
令
和
４
年
度
部
門
別
損
益
計
算
書
に

つ
い
て

■
令
和
４
年
度
事
業
に
係
る
決
算
書
類

の
承
認
に
つ
い
て

■
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
者
に
係
る
欠

勤
・
休
職
・
復
職
規
程
の
制
定
に
つ

い
て

■
就
業
規
則
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

◉
報
告
事
項
◉

■
第
45
事
業
年
度
の
総
代
会
に
提
出
す

る
監
査
報
告
書
な
ら
び
に
決
算
監
事

監
査
報
告
に
つ
い
て

■
大
口
与
信
先
上
位
30
先
に
つ
い
て

■
令
和
５
年
度
事
業
計
画
（
数
字
編
）

の
報
告
に
つ
い
て

■
第
45
回
通
常
総
代
会
の
開
催
方
法
に

つ
い
て

■
総
代
会
に
係
る
令
和
４
年
度
自
己
改

革
の
取
り
組
み
の
実
績
と
令
和
５
年

度
自
己
改
革
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

■
「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
」
の
変
更

に
つ
い
て

■
余
裕
金
運
用
状
況
に
つ
い
て

■
会
計
監
査
人
の
再
任
に
か
か
る
協
議

結
果
の
報
告
に
つ
い
て

■
み
の
り
監
査
法
人
の
監
査
報
告
書
に

つ
い
て

■
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
担
当
者
の
変
更

に
つ
い
て

■
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
ニ
ュ
ー
ス
に
つ

い
て

■
労
働
保
険
事
務
組
合
の
労
働
保
険
料

納
付
状
況
等
の
報
告
に
つ
い
て

■
令
和
５
年
度
定
期
人
事
異
動
に
つ
い

て
■
㈱
Ｊ
Ａ
ア
グ
リ
ラ
ン
ド
田
の
神
さ
ぁ

の
令
和
４
年
度
決
算
監
査
報
告
に
つ

い
て

■
㈱
ジ
ェ
イ
エ
イ
え
び
の
市
葬
祭
の
令

和
４
年
度
決
算
監
査
報
告
に
つ
い
て

■
㈱
Ｊ
Ａ
ア
グ
リ
ラ
ン
ド
田
の
神
さ
ぁ

の
令
和
４
年
度
決
算
書
類
報
告
に
つ

い
て

４
月
26
日

◉
審
議
事
項
◉

■
非
常
勤
理
事
の
雇
用
に
つ
い
て

■
固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
サ
ン

ボ
ッ
ク
ス
）

■
固
定
資
産（
リ
ー
ス
）の
取
得
に
つ
い

て（
Ｌ
Ｐ
ガ
ス 

マ
イ
コ
ン
メ
ー
タ
ー
）

■
与
信
取
引
に
関
す
る
利
用
者
へ
の
説

明
態
勢
に
か
か
る
規
則
の
一
部
変
更

に
つ
い
て

■
令
和
４
年
度
事
業
に
係
る
業
務
報
告

書
・
連
結
業
務
報
告
書
に
つ
い
て

■
職
務
権
限
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

■
出
資
金
の
減
口
に
つ
い
て

■
第
46
事
業
年
度
み
の
り
監
査
法
人
の

報
酬
に
つ
い
て

■
内
部
監
査
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い

て
◉
報
告
事
項
◉

■
大
口
与
信
先
上
位
30
先
に
つ
い
て

■
ア
グ
リ
マ
イ
テ
ィ
資
金
の
未
実
行
に

つ
い
て

■
就
業
規
則
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

■
余
裕
金
運
用
状
況
に
つ
い
て

■
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
ニ
ュ
ー
ス
に
つ

い
て

理
事
会
報
告

月 日 曜 行　　　　　　　　　事

５

10 水 ふれあい日
郡子牛品評会

13 土 ＪＡ－ＳＳ感謝セール
子牛セリ市（～１５日）

14 日 グリーンセンター営業

16 火 道の駅えびの休業日
廃プラ集積日（ポリフィルム）

17 水 生産検査（～１９日）
年金友の会総会（飯野）

18 木 年金友の会総会（加久藤・真幸）
20 土 県下一斉消毒の日
21 日 グリーンセンター営業

23 火
おしゃれフェア（～２４日）
オーツヘイ即売会
ＪＡ－ＳＳ感謝セール

24 水 異常産予防注射（～２５日）
26 金 ＢＬ採血
28 日 グリーンセンター営業
29 月 成牛セリ市（妊娠牛）

30 火 耳標装着（～３１日）
年金友の会グラウンドゴルフ大会

31 水 相続無料相談会

６

2 金 ＪＡ主催子牛品評会
ＢＬ採血申込締切（８月セリ市分）

3 土 ＪＡ－ＳＳ感謝セール
4 日 グリーンセンター営業
5 月 畜産共進会西諸一次予選（種牛の部）
7 水 炭疽予防注射
8 木 郡子牛品評会
9 金 成牛・妊娠牛・乳子牛・和牛ＥＴセリ市
11 日 グリーンセンター・ＭＣ営業
12 月 ふれあい日


